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l はじめに

地域を代表する気象情報の提供を目的とした気象観測において、実際に観測を行つている場

所の周辺環境が適切な状態で維持 されているかとい うことは,常に注意すべき重要な事項であ

る。 とい うのは,観測地の周辺環境の変化が測定に影響を与え、得られたデータの特徴からは

実際の気象の特徴か周辺環境の変化の影響かが判断できなくなつてしまうからである。

農業環境技術研究所では、庁舎の正面 (本館南側露場)において総合気象観測が、1980年 8

月以降実施 され、2005年まで 25年間のデータが蓄積 されている。この期間の観測結果は数値

データとして大気環境研究領域で保管するとともに、農林研究団地の気象の代表値 として各方

面へ提供 している (奥 山,1990,林 ら,1998)。 しかし、近年観測地周辺の樹木の繁茂が進み、

観測開始時とは観没1環境が大きく変化 している (写真 1)。 今後も周辺環境の維持が困難であ

ると考え、新 しい総合気象観測システムを、研究所敷地内で長期間の環境維持が可能と思われ

る場所へ設置することとした。この新 しい観

測設備は、農業環境技術研究所微細気象観測

露場の既設の鉄塔に設置 し、2005年 4月 よ

り試験観測が実施 され、2005年 9月 以降に

正式運用が開始された。新システム運用以降、

今まで制限されていた農林水産ネットワーク

の外部からのデータの閲覧が可能 となつたの

で、積極的に利用 されたい。本稿では、新シ

ステムの概要と観浪1値の使用方法、使用に際

して留意すべき点について解説する。

2 内容と機能

1)設置場所

新 システ ムの設置場所 の詳細情報 は、表

1の とお りで あ り、従来 のシステ ムの設置

場所 (本館南側露場 )の 南東約 340mの位

置にある (写真 2)。 各測定セ ンサは、露場

に既設の鉄塔 に設置 した。

写真 1 周囲を樹木に覆われた従来の総合気象

観測システム (本館南側露場)

表 1 設置場所詳細

*地球環境部気象研究グループ (現 :大気環境研究領域),**フ ラックスチーム (現 :大気環境研究領域 )
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2)観測項目

従来のシステムで沢1定を行つていた基本的な

徽 噸 目m[なミ新システムには幾つかの新し

い観沢1項 目が追加されている。そのため、地域

を代表する気象情報としてのみではなく、地

表面の基本的な熱収支の解析への入力値 とし

ての使用も可能である。新旧観浪」システムに

おける観測項目の対比な 以下の表 2に示す。

表 2 新旧観測項目

項 目 高 (深)度 新 システム 旧システム

風向風速 一日 ○ ○ (12m)

風運 8m(高 ) ○

風 運 2m(高 ) 〇

気温 25R(高 ) ○

気温 8n(高 ) ○

気温 2m(高 ) ○ ○

相対湿度 25m(高 ) 0
相対湿度 8n(高 ) ○

相対湿度 2n(高 ) ○ ○

日射量 ○ ○

長波放射量 ○

日照時間 ○ ○

気圧 ○ ○

降水量 ○ ○

感雨 ○

蒸発量 ○ ○

地中熱流量 ○

地温 5cn(深 ) ○

地温 1 0cln (深 ) ○ ○

地温 20cn(深 ) ○

地温 ヨ田cn(深 ) ○ ○

地温 (深 ) ○

地温 5□ cn(深 ) ○

地温 BDcn(深 ) ○

地温 (深 ) ○

土塩水分量 10cn(深 ) ○

土塩水分量 20cn(深 ) ○

土壌水分量 コcn(深 ) ○

土壌水分量 4□ cn(深 ) 0
土壌水分量 6Dcm(深 ) O
土壌水分量 l Dllcn (深 ) ○

写真 2 システム設置場所の移動

写真 3 新しい総合気象観測システム全景

(微細気象観測露場)

3)Webに よるデータの配信

観測データには統計処理を施し、時別値、日別値、旬別値、月別値および年別値として集計し、

表形式にまとめられたデータファイルが Webサイ ト上で一般に公開されている。このサイ トは

農林水産ネットワークの外部からもアクセスが可能である。lIRLは、`11中ЙttcSalvsac tt gojプ
つ

である。図 1は、この Wcbサイ トのデータ検索画面である。公開する観測データは、統計期間ご

とに別ファイルに作成されている。また、基本的な要素のみの「基本要素データ」と、全ての観
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測値を含んだ 「全要素データ」の 2種類のフ

ァイルを作成している。形式は cw(カ ンマ

区切り)と しているため、Excelな どの表計

算ソフトで容易に開くことができる。各ファ

イルは統計処理終了後に更新されるため、いつ

でも最新のデータを入手できる。

なお、観測値の統計処理は、気象庁による

「気象観測統計指針 0005)」 に従った。

4)注意事項

新 1日観測サイ トの周囲の環境が異なるため、

サイ トの移動前後のデータの比較を行 う際に

は、注意が必要である。サイ トの違いが観沢1

データにどの程度影響を与えているかを調ベ

るために、2005年 5月 以降両サイ トで同時

並行観測を行つている。図 2は、両サイ トに

おける日最低気温の月平均値の比較を行つた

ものである。H月 から 3月 にかけて、両サ

イ トで最低気温の差が大きくなつているのが

わかる。これは、新観測サイ トは周囲ヤ鋤

力沙なく、樹木に覆われた旧観測サイ トと比

較して放射冷去「が強くなつているためである。

麹ま1月 が最も大きく、約 16℃ である。但

し、日によつては 3℃以上の差が観測された日

も見られた。

両サイ トの観測データの詳細な比較は現在

進行中であり、結果燿 日Webサイ ト上で報告

する予定である。データの経年変化を見るよう

気象観測データ公開Webサ イ トのデ

ータ検索画面

5 ti 7日 9101112123456
20C5年           2∞ 6年

図 2 新 旧観測システムによる日最低

気温の月平均値の比較 (2005年 5

月～ 2006年 6月 )
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